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　平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の概要（平成 24 年（2012 年）2 月 15 日現在）
　 出典　消防庁災害対策本部「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震
　　　　　　　　　 （東日本大震災）について（144 報）平成 24 年 2 月 14 日
地震の概要
発 生 日 時　平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分
震 央 地 名　三陸沖（北緯 38.1 度、東経 142.9 度）
震源の深さ　24 km
規模　モーメントマグニチュード 9.0 ※ 1
各地の震度（最大震度 6 弱以上）
　震度 7　　 宮城県 : 栗原市
　震度 6 強　宮城県 :  涌谷町、登米市、美里町、大崎市、名取市、蔵王町、川崎町、山元町、仙台市、石巻市、塩竈市、
東松島市、大衡村
　　　　　　福島県 :  白河市、須賀川市、国見町、鏡石町、天栄村、楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、 
新地町
　　　　　　茨城県 :  日立市、高萩市、笠間市、常陸大宮市、那珂市、筑西市、鉾田市、小美玉市
　　　　　　栃木県 : 大田原市、宇都宮市、真岡市、市貝町、高根沢町
　震度 6 弱　岩手県 :  大船渡市、釜石市、滝沢村、矢巾町、花巻市、一関市、奥州市、藤沢町
　　　　　　宮城県 :  気仙沼市、南三陸町、白石市、角田市、岩沼市、大河原町、亘理町、松島町、利府町、大和町、大郷町、
富谷町
　　　　　　福島県 :  福島市、郡山市、二本松市、桑折町、川俣町、西郷村、中島村、矢吹町、棚倉町、玉川村、 
浅川町、小野町、田村市、伊達市、本宮市、いわき市、相馬市、広野町、川内村、飯舘村、南相馬市、
猪苗代町








3 月 11 日 14 時 49 分津波警報（大津波）発表
（津波警報（大津波）が発表された津波予報区）
・岩手県、宮城県、福島県（以上 14 : 49 発表）
・青森県太平洋沿岸、茨城県、千葉県九十九里・外房（以上 15 : 14 発表）
・伊豆諸島、北海道太平洋沿岸東部、北海道太平洋沿岸西部（以上 15 : 30 発表）
・  青森県日本海沿岸、千葉県内房、小笠原諸島、相模湾・三浦半島、静岡県、和歌山県、徳島県（以上 16 : 08 発表）
・高知県（以上 22 : 53 発表）
　　→以後段階的に津波警報・津波注意報に移行
　　→ 3 月 13 日 17 時 58 分、全ての津波注意報が解除
主な検潮所で観測した津波の観測値（6 月 10 日 21 時 00 分現在）
・相馬最大波 3 月 11 日 15 時 51 分 9.3 m 以上※ 2
・石巻市鮎川最大波 3 月 11 日 15 時 26 分 8.6 m 以上※ 2
・宮古最大波 3 月 11 日 15 時 26 分 8.5 m 以上※ 2
・大船渡最大波 3 月 11 日 15 時 18 分 8.0 m 以上※ 2
・八戸最大波 3 月 11 日 16 時 57 分 4.2 m 以上※ 2
・釜石最大波 3 月 11 日 15 時 21 分 4.2 m 以上※ 2
・大洗最大波 3 月 11 日 16 時 52 分 4.0 m







　　死　　者　16,140 人（内　岩手県 4,669 人、宮城県 9,471 人、福島県 1,933 人）
　　行方不明　 3,123 人（内　岩手県 1,316 人、宮城県 1,747 人、福島県 56 人）
　　負 傷 者　 6,112 人（内　岩手県 188 人、宮城県 4,132 人、福島県 182 人）
住家被害
　　全壊　128,582 棟（内　岩手県 20,185 棟、宮城県 83,894 棟、福島県 20,030 棟）
　　半壊　244,031 棟（内　岩手県 4,561 棟、宮城県 138,389 棟、福島県 64,017 棟）














































































































































































































































































































3 月 20 日　石巻市内の通りを漂流した船。＊ 3 月 20 日　津波により倒された消防自動車。＊
3 月 22 日　津波が来襲した気仙沼の住宅地域。＊ 4月8日　七ヶ浜。家屋は基礎を残してなぎ倒された。
＊ は、Shibahara S.（2011）Tohoku J. Exp. Med. 
223, 305-307. より Tohoku University Medical Press
（東北ジャーナル刊行会）の許可を得て転載。
5 月 12 日　石巻市南浜町。原形をとどめない救急車。
























































3 月 11 日 18 時頃　仙台駅前付近。停電により信号
が動かないために、渋滞が発生。車のライトが街中
を赤く染めた。



























































































































































































備考 : (　) は 3.11 震災当時の教授で、既に退職されていることを示す。
さらに、当該分野の後任教授が決まっている場合には、その氏名を併記している。
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3 月 11 日
　3 月 11 日（金）、臨床大講堂にて 3 年次の基礎医学修練の研究発表
会が実施されていた。午後の口頭発表が終了し、臨床中講堂に場所を
移し、14 : 15 頃からポスター発表が始まった。その時間を利用して、
私は、所用のため医学部 1 号館 7 階の自室に一時的に戻った。その直
















た。（備考 : 3 月 18 日までに医学部学生全員の無事が確認された。）
　停電であること、余震が続いていたこともあり、五十嵐和彦副研究





























であったが、2 階と 3 階の天井に付随した換気装置と防煙ガラスが損
傷あるいは破壊されていた（備考 : 後日、天井からの落下物の危険
が大きいという理由で、医学分館は黄色紙の注意判定を受けた）。さ




























ていた。写真は、Tohoku University Medical Press
（東北ジャーナル刊行会）の許可を得て、Sakamoto K. 






e Tohoku Journal of Experimental Medicine 編集部
　The Tohoku Journal of Experimental Medicine は 1920 年に創刊された、
我が国が誇る英文総合医学雑誌である。震災当時、The Tohoku Journal 
of Experimental Medicine 編集部には、2 名の職員が働いていた。彼女
らも無事であり、直ちに帰宅させた。1 号館 2 階北側に位置する編集
部では、書籍等が床に散乱していた。女性職員にはまさに荷が重い
と考え、同行してくれた警務員の方と転倒していたロッカーなどを元
に戻すなどの力仕事のみをこなして、退出した。幸い、2011 年 3 月 8
日付けで、3 月号掲載論文のすべてのオンライン公開を終えていたた
め、著者に迷惑をかけることは回避できた。奇しくも、3月11日付けで、




医学部 1 号館 1 階玄関ロビー
　大震災に伴う停電下では、日暮れと共に、できる事が限られてしま





















前の 48 号線（北 4 番丁通り）を注意深く横断し、家路についた。
写真 3、4、5　震災当夜 21 : 00 頃の１号館１階玄
関ロビーの様子。




（写真 5 は Tohoku University Medical Press （東
北ジャーナル刊行会）の許可を得て、Shibahara 
S.（2012）Tohoku J. Exp. Med. 226, 1-2.より転載。）
15第一部　東日本大震災を生きる
　基礎医学修練発表会は医学科 3 年次学生の 11 月からの 16 週間にわ
たる基礎医学修練の成果を学会形式で発表するもので、学生たちに
よる手作りの発表会である。2009 年 3 月から開催されるようになり、
2011 年は 3 回目であった。実行委員会の学生達は、前年までの様子
を聞きながら、自分達の工夫を凝らした会を企画した。発表会は 3 月
10 日（木）、11 日（金）の 2 日間で、口頭発表（臨床大講堂）が 52












たようだ。午後 2 時 46 分、突然、下から突き上げられるような激し
い揺れが始まり、その後の強い横揺れはこれまで経験したことの無い
ものであった。まるで、振盪機に揺られているような感覚であった。

























学科運営委員会委員 : 手前）、2 列目に柴原茂樹教授
（医学科長 : 奥）と小野栄夫教授（医学科運営委員会
基礎小委員長 : 手前）が写っている。（3 月 11 日午
後 1 時 41 分撮影）
写真 2　2 日目午後のポスターディスカッション風
景。どのポスターの前でも多くの学生たちによる熱























あると考えられる。全員が無事に荷物を取り出した後、4 月 4 日（月）
に元気に再会することを誓って解散した。しかし、被害は甚大で、新
学期の授業再開は 4 月 25 日へ遅らせざるを得なかった。今回の地震
はマグニチュード 9 という観測史上最大規模で、震源地をずらしなが


























































震災翌日の 5 号館 8 階環境保健医学分野事務室。耐
震対策を施していた棚が倒れ、机上のパソコンも落
下した。






















































































つ一つ区分けされ、医学系研究科の全分野はもとより、星陵地区各部 3 月 12 日　5 号館公衆衛生学分野の様子
























内に設置されました。その後、2007 年 6 月に「サピアタワー」（東京駅日本橋口）に移転しま
した（〒 100-0005　東京都千代田区丸の内 1 丁目 7 番 12 号　サピアタワー 10 階）。東京分室
は、学術研究に係る情報の発信及び収集、中央省庁、企業等との連絡調整並びに産学連携の推
進を図るために設置されており、講演会や研究会、同窓会等の事業などにも使用されています。
東京分室には会議室が 3 つあり（会議室 A : 73.37 m2、会議室 B : 84.02 m2、そして会議室 C :  
24.88 m2）、東日本大震災後には、会議室 A が医学系研究科・医学部の支援活動に重要な役割
を演じました。その様子が第一部の後半に詳述されています。
21第一部　東日本大震災を生きる
東北大学医学部 1 号館 1 階玄関ロビー　（柴原茂樹）
　3.11 の震災直後に、日光が差し込み明るいこと、容易に脱出可能なこと、警務員室が隣接
していることから、1 号館 1 階玄関ロビーに医学系研究科・医学部の災害対策本部が設置さ
れました。写真は医学部 1号館玄関ロビーの近況を示します（写真 1、2）。比較のため、震災の夜 9 : 00
頃の玄関ロビーの様子を示します（写真 3）。その後、玄関ロビーは、支援物資の貯蔵場所、ある
いは物資の配給場所として利用されました。さらに、1 号館 1 階玄関ロビーから見た警務員
室の最近の様子です（写真4）。3.11には、非常用電源により緊急災害対策本部として機能しました。
写真 1　医学部 1 号館玄関ロビーの西
側の様子。










Tohoku J. Exp. Med. 226, 1-2. よ り






3 月 11 日（金）















































































































側も例えば、粉ミルクは 1 人 2 缶までといった規制をかけているこ
とが伝えられた。
　そのような中で、（株）メディカル東友の尽力で、米 400 kg、粉











































状況把握に努め、迅速な対応をとる方針が示され、14 日は 9 時、12 時、

























3 月 14 日（月）
































現時点（3 月 14 日午後）での情報をご報
告下さい。










































































仙台　災害対策本部会議は 9 時（中心メンバー）、12 時（教授会）、
17 時（中心メンバー）の 3 回が開催された。入室の可能な建物や研


























掲示板 3 : 3 月 14 日　医学系研究科＞ 
事務連絡＞ 全職員への通知
タイトル : 災害対策本部打ち合わせ（3 月




















































掲示板 4 : 3 月 15 日　医学系研究科＞ 
事務連絡＞ 全職員への通知
タイトル : 災害対策本部打ち合わせ（3 月






































































掲示板 5 : 3 月 15 日　医学系研究科＞ 
事務連絡＞ 全職員への通知
タイトル : 災害対策本部打ち合わせ（3 月















・15 日 22 時～ 26 時到着予定と既報した



















・博士論文の提出期限は 4 月 28 日（木）
に延期。博士の学位授与申請期間は 4 月
















・3 号館 12 階への水運搬ボランティアに
ついては、16 日以降もお願いしたい。














































 ・ 福島原発の影響（測定値【仙台】0.8 マイクロシーベルト /h、【新宿】
1.2 マイクロシーベルト /h）
・学部の入学手続きは 3月 27日（日）まで延長。大学院に関しては保留。































































掲示板 7 : 3 月 17 日　医学系研究科＞ 
事務連絡＞ 全職員への通知


































東日本大震災の被災について（平成 23 年 3 月 15 日）












































・地下水は 1 号館玄関前両側、1 号館と 4 号館の間に蛇口がある。医
化学実習室（1 号館 3 階）に流しがあるので利用願いたい。
・安否不明者は、教職員 14 名（全学 90 名）、医学科学生 4 名、保健

























 ・ 安否不明者は、教職員 14 名（全学 90 名）、
































































































  系統名、匹数、雌雄、ケージの場所などをメール、FAX でご連絡下
さい。
・実施方法
　3 月 22 日（火）までに研究者が処分すること
　施設に処分の依頼も可能…系統名と雌雄匹数を施設下記担当代表者
に通知








































配信者  佐藤　龍彦  配信日  2011/03/18  
種別  掲示板 - 医学系研究科＞ 事務連絡＞ 全職員への通知
添付ファイル     






災害対策本部議事メモ（3 月 18 日）
配信者  佐藤　龍彦  配信日  2011/03/18  
種別  掲示板 - 医学系研究科＞ 事務連絡＞ 全職員への通知

























災害対策本部打ち合わせ（3 月 18 日 12 時）議事メモ































トが破壊したら半径 80 km の避難命令が出されるが、運転中の事
故ではないので、飛散量は少ない。冷却することができれば沈静化
が見込まれる。






・次回開催は 22 日（火）12 時
 （以　上）



















































　対策本部会議は 4 月 28 日まで継続されたが、常設の災害対策本部
は 3月 25日（震災後 2週間）でその役目を果たして撤収することになっ
た。震災発生から約 2 週間後には、いかに復興すべきか、具体的な復
興計画案も考えられるほどになった。























係でまとめて、第 1 回目は 3 月 23 日まで、第 2 回目は 3 月 28 日ま





3 月 21 日（月）
・星陵パワーセンターへの都市ガス供給開始



































































敷きが 40 キロ入手可能である。③ 筑波大学から滅菌床敷 500 キロ
が今週金曜日に送られてくる。④ オートクレーブのボランティア
を明日からお願いする。⑤ 精子の保存キットが入手可能なので必


































1 号館 2 階しかない。
・復興に向けた写真等、HP に up したいので送ってほしい。分野の






・次回開催は 24 日（木）12 時
 （以　上）
災害対策本部打ち合わせ（3 月 24 日 12 時）議事メモ
・1 号館の市水は 1 トンの予備タンクを使って 13 時頃から通水の見
込み。蛇口は 1 カ所にする等、節水に心掛けてほしい。トイレは 5
階までは井戸水が通水しているので、上層階の居住者は 5 階以下の
トイレを使って欲しい。







があるようである。仙台での放射線量は 0.18 マイクロシーベルト /
h、平常時は 0.07 マイクロシーベルト /h であるが、全く問題のな
いレベルである。
・放射線による水の汚染については、乳幼児でリスクが高まる。現状











新入生の学年歴を 5 月 5 日から始める案を取り纏めた。4 月 25 日
からはオリエンテーションなどが開催されるのではないか。新 2 年
























4 月 25 日は震災復興特別講義でスタートすることを考えている。
 ・ 保健学科は、カリキュラム作成中である。来週早々に決定する予定。



















・25 日（金）の夕方、筑波大から床敷き 50 キロが届く。3 号館 12 階
に運びたいので、ボランティアをお願いしたい（連絡先 8174、メー
ルでも可）。
























・次回開催は 25 日（金）12 時
 （以　上）















・1 号館 1 階で生活支援物資を配布しているということを口コミで広
げてもらいたい。
・医療品が富谷の宮城県研修所に 10 トントラックで 6 台分入ったの
で、本日、分けてもらった。
・1 号館の水道が 1 トンタンクしか使用できないので節水を心がけて
もらいたい。
・動物実験施設のオートクレーブは 24 時間稼働可能となった。


































3 月 26 日（土）
・岡山から支援米１トン等が届く
















ら 2,000 足、日本シャーウッドから 1,000 足が病院の対策本部に届
くので、避難所に行く場合は活用していただきたい。
















































































・ガラス破片等廃棄用の段ボールを本日 14 時から 16 時の間、1 号館


























 ・大学院新入生ガイダンスを 5 月 6 日（金）、











































・福島第 1 原発の 4 号機に関しては、沈静化の方向。1 号機と 3 号機
も 2 週間くらいで沈静化するだろう。2 号機に関しては数ヶ月を要
する見込みで、電源を通して冷却を続ける必要がある。
・白煙・黒煙には放射性物質が含まれているが、仙台での放射線レベ
ルは下がってきている。平常時の 0.07 マイクロシーベルト /h に対











・震災復興計画を立案したい。4 月 4 日正午締切。












































































































用することとしたため、4 月 24 日まで使用不可。
・県内の農作物等に対する原発の影響は出ていない。
・本日、各専攻長・課程長から大学院生向けのアナウンスを行った。




時点での未受講者は 78 名（離職者等が含まれている可能性）。4 月








・1 号館、4 号館、5 号館、保健 A・B 棟は電気・水道とも復旧。
・1 号館以外のエレベーターは専門業者の点検を受けた後に復旧の予
医学部 1 号館 2 階セミナー室。薬剤師免許を持つ東
北薬科大学の教員の方々の協力により製薬メーカー
提供の精神科治療薬を仕分けするスケジュール














医学科から 50 名、保健学科から 30 名が参加している。医師よりも
むしろ保健師が必要とされている。物資を避難所まで運ぶインター
フェイスが失われている。
　看護学科から教員 1 名と学生 2 名が行っている。医学科は卒後研修
センター経由で派遣している。HARU は現地で交通整理、物品搬
入等を行っている。これらの活動は 4 月 24 日（日）までで終了。































4 月 8 日（金）
・災害対策本部連絡会の開催








最大余震　2012 年 2 月 15 日現在
4 月 7 日（木）
東北地方太平洋沖地震による巨大余震
発生
発生日　平成 23 年（2011 年）4 月 7 日





震度　震度 6 強 : 宮城県仙台市・栗原市
震度 6 弱 : 岩手県一関市、釜石市
　　　　　宮城県石巻市、岩沼市
















1 号機が 70%、2、3 号機が 30% 程度。原子炉格納庫の内部は 31 シー
ベルト /h だが、大気中の放射性物質の値は下がっており、水素爆
発以降の放射性物質の放出はないと考えられる。















 ・ 次回開催は 14 日（木）12 時
 （以　上）
災害対策本部打ち合わせ（4月 14日 12時）議事メモ
・1 号館、5 号館、保健 A・B 棟は本日ガスが復旧する。保健 A・B
棟は午前中に開栓終了、午後から 5 号館、1 号館の順で開栓作業を
行う。















































台市は原発から 120 km 離れているが、国際学会の開催等に問題を
生ずる可能性がある。本研究科のアクティビティが落ちる可能性も
あり、積極的に安全性をアピールする必要がある。広報室、本部広





・星陵体育館は 4 月 25 日（月）から使用可













4 月 20 日（水）
・1 号館エレベーター復旧
4 月 21 日（木）












・次回開催は 21 日（木）12 時
 （以　上）
災害対策本部打ち合わせ（4月 21日 12時）議事メモ
・1 号館エレベータ 3 号機が昨日復旧した。










・外国人教員に関する調査が行われた結果、全学で 322 名中 52 名の
外国人教員が帰国していない。本研究科は 10 名中 1 名。早急に戻
るよう、担当教員から連絡してもらっている。













　原子炉内に燃料棒が存在しない 4 号機を除くと、燃料棒は 1 号機が
1.65 m、2 号機が 2.1 m、3 号機が 2.25 m 露出している。5 号機、6
号機は水面に対してそれぞれマイナス 1.5 m、マイナス 1.8 m となっ
ている。
　原子炉内の圧力は、1 号機で 10 気圧とやや高いものの、全て耐用
圧力内となっている。
　圧力容器内の温度は 4 号機を除き、1～6 号機それぞれ、174℃、
140°C、110°C、45°C、22°C となっている。燃料棒が溶ける温度は
2,800°C である。
　原子炉内の放射線量は、1、4 号機を除き、2～6 号機それぞれ、30 シー
ベルト /h、16 シーベルト /h、36 シーベルト /h、34 シーベルト /h
となっている。
　市街地の放射線量は、南相馬市で 5 マイクロシーベルト /h、浪江 4 月 22 日　往診の様子
4 月 14 日　眼科診療バス「Vision Van」被災地支
援出発前の様子
54
町で 10 マイクロシーベルト /h となっている。5 マイクロシーベル







・県医師会によれば、勤務先を失った医師は 66 名。そのうち 3 割は
病院医局による勤務先での調整を希望、7 割は自力再建、1 名はド
クターバンクへの登録を希望している。























　また、5 月 6 日（金）に開催する新入生オリエンテーションは、業
者に依頼し、記録を残すこととする。
・次回開催は 28 日（木）12 時
 （以　上）
災害対策本部打ち合わせ（4月 28日 12時）議事メモ




4 月 25 日（月）
 ・2～6 年生オリエンテーション、授業開始
4 月 28 日（金）
 ・ヨット、ボートの各学生サークルで、艇の
流出・破損を確認











全壊は 6 名、一部損壊は 91 名だった。授業開始後に転居する者は
12 名だが、通学に支障がある者はなかった。また、緊急経済支援










・一時帰国中の外国人教員は、5 月 9 日（月）で全員帰任。留学生の
8 割は一時帰国したが、そのうち 9 割は再来日する予定。












5 月 2 日（月）正午までに追加提案を求められている。基本的に研
究科長が対応するが、追加提案がある場合は申し出てほしい。































　以上のように、災害対策本部掲示板及び議事メモは、4 月 28 日をもって終了した。この日以降の行
事は以下の通りである。
 5 月  6 日　 新入生オリエンテーション、大学
院入学者ガイダンス
 5 月 21 日　医学部新入生健康診断
 6 月 17 日　合同病院説明会（4 年～6 年）
 6 月 24 日　マッチング説明会
 7 月 27 日～28 日
　　　　　　 東北大学オープンキャンパス
 9 月  1 日　 大学院入学試験
 9 月 14 日～　卒業試験
10 月 15 日　6 年次 OSCE
10 月 28 日　合同慰霊祭
11 月 18 日　高次修練説明会
11 月 25 日　医師国家試験説明会
12 月 16 日　 共用試験 OSCE、CBT 説明会（4 年）
平成 24 年
1 月 21 日　共用試験 OSCE（4 年）
1 月 26 日　大学院入学試験
1 月 27 日　 臨床医学修練（3 次）説明会、キャ
リアパス懇談会
2 月  6 日　学部 AO 入学試験（Ⅲ期）
2 月  9 日　共用試験 CBT（4 年）
2 月 11 日～13 日　 医師国家試験
　　　　　　　　 （大学の学事日程では無い）
2 月 25 日～26 日　 学部一般選抜入学試験
　　　　　　　　 （前期日程）
3 月  2 日　 マッチング説明会、艮陵協議会関連
病院説明会
3 月  9 日　遺骨返還式
3 月 27 日　学位記授与式、学位記伝達式
4 月 25 日　吉沢豊子保健学科長によるオリエンテー
ションの講話
4 月 25 日　医学部オリエンテーション開始前の黙祷
4 月 25 日　山本研究科長とウェアセレモニー代表田
代亮介さん
4 月 25 日　ウェアセレモニーで井樋栄二教授より白
衣を受け取る様子
59第一部　東日本大震災を生きる
5 月 6 日　大学院オリエンテーション　VTR による
総長式辞の様子
5 月 6 日　保健学科前での新入生サークル勧誘
4 月 25 日　山田章吾教授による放射線についての 
講義
5 月 6 日　医学部新入学生オリエンテーションの 
様子
4 月 25 日　保健学科検査技術学専攻ウェアセレモ
ニーの様子
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3 月 11 日と 12 日
五十嵐和彦
東北大学大学院医学系研究科・副研究科長




3 月 11 日

















































































































































































人（前期修士課程 22 人、後期博士課程 44 人）






































成 22 年度と 23 年度の両年度の学務行事に大
きな影響を与えました。当然ながら、東北大














年 5 月 6 日（金）、ほぼ 1 ヶ月遅れで新入生
のオリエンテーションが実施され、新学期が
始まりました。なお、医学部医学科では、4












































ル単位の連絡網も活用した。3 月 18 日まで


















ンケートを 7 月に実施、第 3 回アンケートを
冬季休業後に実施した。
　※1　Excellent and Advanced System for Tohoku Uni-












医学部医学科においては 2-6 年次を 4 月 25
日（月）に開始することに決定した。なお、
1 年生に対しては、全学のスケジュールに合
わせる必要があるため、5 月 6 日（金）新入




1 年 : 基本的に全学教育科目学年歴と同じで
あるが、夏季期間中に 3 週間行ってき
た「臨床医学修練（1 次）」を、9 月 1 週、
2 月に残りの 2 週を行うこととした。
2 年 : 部分的に 7 時間目を設けて、休校分を
補填した。
3 年 : 基礎医学チュートリアルを縮小し、基
66
礎医学特別講義のみの実施とした。




5 年 : 休講分は中止とし、次年度の高次医学
修練において、選択させることとした。
6 年 : 7 時間目を設けて、休講分を補填した。










　0　黙祷（9 : 14～9 : 15）
　1　学部長あいさつ（9 : 15～9 : 20）
　　　　山本雅之　医学部長
　2　病院長あいさつ（9 : 20～9 : 25）
　　　　里見　進　病院長
　3　総長メッセージ（9 : 25～9 : 35）
　　　　井上明久　総長（DVD 映写）　
　4　医学部概要について（9 : 35～9 : 45）
　　　　柴原茂樹　医学科長
　5　学生生活等について（9 : 45～10 : 15）
　　　　堀井　明　厚生委員長
　6　教育課程等について（10 : 15～11 : 35）
　　・全学教育科目の履修等について
　　　（10 : 15～10 : 45）小野栄夫　教授
　　～休憩（10 分）～
　　・専門教育科目（基礎系）の履修等について
　　　（10 : 55～11 : 15）小野栄夫　教授
　　・専門教育科目（臨床系）の履修等につ
いて（11 : 20～11 : 35）
　　　　加賀谷豊　特命教授
　7　附属図書館（医学分館）の利用について
　　 （11 : 35～11 : 45）柴原茂樹　分館長
　8　事務連絡（11 : 45～12 : 00）
　9　アドバイザー教授との昼食及び懇談会
　　 （12 : 00～13 : 10）
　　～休憩（30 分）～
午後の部 1（13 : 40　第 1 講義室集合）
　1　教務係員の誘導により、星陵会館 2 階
第 1 集会室へ移動（13 : 45～13 : 50）
　2　小児感染症・B 型肝炎抗原抗体検査
　　（採血）（13 : 50～14 : 50）
　　（提出書類回収）
午後の部 2（14 : 55　第 1 講義室集合）
　1　医師のプロフェッショナリズムに関す
る意識調査（15 : 00～15 : 25）
　　　　石井誠一　准教授
　2　特別講演　発生発達神経科学分野
　　 （15 : 30～16 : 30）大隅典子　教授 
　3　震災特別講演　東北大学病院放射線部
　　 （16 : 35～16 : 55）神宮啓一　先生 
　4　在校生による学生生活及びサークル紹














































6.　Educational Commission for Foreign 
Medical Graduates （ECFMG） 関連業務
　3 月 13 日（日）、インターネットが復旧
すると、ECFMG から本医学科卒業生 1 名
の United States Medical Licensing Examination
（USMLE）※3 受験資格確認の依頼が届いてい
た。そこで、震災直後の混乱状態ではあっ
たが、直ちに、卒業生 1 名の USMLE 受験










　3 月 28 日、卒業生 1 名の USMLE 受験資
格を通常通り確認した。








































































































































































































































































3 月 11 日の保健学科











































































































































































　3 月 13 日に大学のサーバーが復帰し、電




















　3 月 17 日には、入学手続きの締め切りを 3








　3 月 28 日に全学の学年暦が決定され、そ
れに併せて、新入生ガイダンスを5月6日（金）



























































































































































































































































































































































作成日時 2011/03/14 11 : 12 : 50  
内容 
医学部学生　各位
















TEL : 022-717-7905 もしくは 022-717-7906
・メールでの連絡は医学科・保健学科は両方
とも緊急災害対策本部へお願いします。




タイトル （3 月 17 日 16 時現在）医学部学
生の安否確認について  
作成者　和田　英哲［医・学部教務係］




























TEL : 022-717-8008 もしくは 022-717-8009
保健学科教務係
TEL : 022-717-7905 もしくは 022-717-7906
・メールでの連絡は医学科・保健学科は両方
とも緊急災害対策本部へお願いします。
緊急災害対策本部（1 号館 2 階中会議室）
E-mail : anpi@med.tohoku.ac.jp
掲示板種別　医学部学生へのお知らせ  
タイトル （3 月 18 日 12 時現在）医学部学
生の安否確認について  
作成者　和田　英哲［医・学部教務係］








































緊急災害対策本部（1 号館 2 階中会議室）




作成者　星野　千晶  ［医・大学院教務係］ 

























第 2セミナー室（実習棟 2階）地震後 第 2セミナー室（実習棟 2階）2012.2.5 現在
的に確認し、情報を確認してください。
　また、3 月 11 日（金）の地震に伴って、医
学部で開催される予定でした以下の行事も中
止になりましたので併せてお知らせします。
・3 月 20 日（日）開催予定でした臨床研修
病院合同説明会は中止です。（代替はありま
せん）




 平成 23 年 3 月 14 日
東北大学からの重要なお知らせ
1.　平成 23 年 3 月 11 日に発生しました東北
地方太平洋地震により、当分の間（4 月
下旬頃まで）本学を休校にします。




















らせ   
作成者　原子　智裕  ［医・大学院教務係］
作成日時　2011/03/15 20 : 28 : 04  
内容






















E-mail : m-daigakuin@bureau.tohoku.ac.jp  
81第二部　奮闘 ─ 教育研究の現場を取り戻す



















作成日時　2011/03/16 20 : 41 : 58  
内容　











　　  1- 学生氏名
　　  2- 学籍番号
　　  3- 所属学部・研究科
　　  4- メールアドレス
　　  5- 学生の種類
　　 〔選択肢 : 大学院生 / 学部生 / 研究生 
/ JYPE / DEEP / COLABS / ICI ECP / 
IPLA / その他〕
　　  6- 携帯電話番号
　　  7- 現在の居場所
　　 〔選択肢 : 海外（実家）/ 海外（旅先）
/ 日本（現住所・仙台）/ 日本（その他）
/ その他〕
　　  8- 備考



























・期間 : 4 月 6 日（水）─ 12 日（火）（日帰り）
・集合時間、場所 : 医学部 1 号館前、朝


























明日 4 月 5 日（火）9 : 00　大学病院災害対
策本部（東病棟第 5 会議室）集合
・用務 : 支援物資の搬入。
　宮城学院女子大学に 10 トントラック 4 台が
到着するので、ワゴン車数台で取りに行く。





ついて（第 3 報）   





















大学病院の医療支援ボランティアは 4 月 1 日












平成 23 年 3 月 17 日　18 : 49　　　　　　　
東北大学ホームページより
東北大学からの重要なお知らせ（3 月 16 日
改正）
平成 23 年 3 月 11 日に発生しました東北地方
太平洋沖大地震により、当分の間（4 月下旬
頃まで）本学を休校とします。 






























年 3 月 15 日（火）（郵送必着）から平成
23 年 3 月 27 日（日）（郵送必着）に変更
します。詳細はこちら（更新日 : 3 月 15 日 17
時 00 分） 
・大学院の入学手続きについては、決定次第
各研究科ホームページで周知致します。（更
新日 : 3 月 15 日 14 時） 
災害対策本部動向（平成 23 年 3 月 16 日開催） 










決定次第お知らせいたします。（更新日 : 3 月





h t t p:/ / w w w. j a s s o . g o . j p / k o u h o u / p r e s s /
press110314.html





















回答をお願いいたします。（更新日 : 3 月 17 日
12 時 00 分） 




3 月 18 日に開催を予定しておりましたサイ
エンスカフェ第 69 回「良い洪水と悪い洪水 
～カンボジアの便益とリスク～」は東北地方
太平洋大地震により中止します。（更新日 : 3
月 15 日 10 時） 
東北大学植物園は 3 月 21 日に予定されてい
た開園を延期するとともに、当分の間、休園
します。 













（更新日 : 3 月 17 日 14 時） 
3 月 22～24 日に開催を予定しておりました
「工学部機械知能・航空工学科　研究室一般
公開」は、東北地方太平洋大地震により中止
します。（更新日 : 3 月 17 日 17 時）
　□学内情報システム稼働状況 
救援物資への御礼（3 月 15 日）






　 お米 1,340 Kg、ジュース 270 缶、他 
　新潟大学　様
　 おにぎり 800個、水 600本、即席麺約 600個、
他 
（更新日 : 3 月 15 日 17 時 00 分）




平成 23 年 3 月 17 日 18 : 15
□授業関係
・平成 23 年 3 月 11 日に発生しました東北地
方太平洋沖大地震により、当分の間（4 月
下旬頃まで）全学休校となります。










・3 月 25 日医学部医学科学位記伝達式は中
止となりました。
・3 月 25 日卒業生主催の謝恩会は中止とな
りました。
・3 月 28 日、29 日医学部医学科学生ワクチ
ン接種は延期となりました。
・4 月 6 日新入生祝賀会は中止となりました。










平成 23 年 3 月 20 日　13 : 31
□授業関係





・3 月 18 日（金）　第 105 回医師国家試験の
合否発表がありました。
　現役　受験者 107 名中  97 名合格（90.7％）
　既卒　受験者  12 名中　 6 名合格（50.0％）
　総数　受験者 119 名中 103 名合格（86.6％）
□学生の安否確認
・3 月 18 日（金）　医学科 1 年～6 年　全
672 名全員の無事を確認しました。
平成 23 年 3 月 24 日　13 : 45
□授業関係
・1 年生全学教育科目の授業開始は 5 月 9 日
（月）を予定します。




・3 次修練は 4 月 25 日（月）から開始とな
ります。4 月当初の 3 週間の休校部分につ
いては、翌年度の高次修練（1～4 期）の中
で選択履修させることを予定しています。
平成 23 年 3 月 25 日 6 : 20
□授業関係
・高次修練は 1 期を中止する旨通知しました












オリエンテーション : 4 月 26 日（火）9 : 00～
 医学部 4 号館 6 階コンピューター室集合




専門教育科目の授業開始 : 5 月 2 日（月）
○ 3 年生
オリエンテーション : 4 月 26 日（火）
13 : 00～
保健学科大講義室集合
専門教育科目の授業開始 : 4 月 27 日（水）
○ 4 年生（検査技術科学専攻を除く。）
オリエンテーション : 4 月 26 日（火）
14 : 30～
保健学科大講義室集合
専門教育科目の授業開始 : 4 月 27 日（水）
※検査技術科学専攻
専門教育科目の授業開始 : 4 月 25 日（月）
の 8 : 50 から「統計学」の授業を行います。





○学教育科目の授業開始 : 5 月 9 日（月）
──　教務情報（大学院）　──
〈緊急〉　東北大学からの重要なお知らせ








・平成 23 年 9 月修了に係る修士の学位授与
申請期間等は、おってお知らせします。
・平成 23 年 9 月修了に係る博士の学位授与
申請期間等は、添付ファイルを確認願いま
す。




 平成 23 年 3 月 14 日
東北大学からの重要なお知らせ
1.　平成 23 年 3 月 11 日に発生しました東北
地方太平洋地震により、当分の間（4 月
下旬頃まで）本学を休校にします。































　また、3 月 11 日に発生した地震に伴い、
下記申請期間に第一次審査申請を行えない場
合は、4 月 12 日（火）までに医学系研究科






（変更前 : 平成 23 年 3 月 23 日（水）～平成
















 （平成 23 年 3 月 15 日）




















23 年 3 月 22 日（火）郵送必着から平成 23










































































































































































































学年 提出人数 学生数 提出率 学年 提出人数 学生数 提出率 専攻 提出人数 学生数 提出率
1年 38名 130名 29.2% 看護 1年 27名  74 名 36.5% 医科学修士 13名  78 名 16.7%
2年 40名 119名 33.6% 看護 2年  0 名  77 名  0.0% 医科学博士 37名 586名  6.3%
3 年 72名 124名 58.1% 看護 3年  1 名  73 名  1.4% 障害科学 14名  88 名 15.9%
4年 61名  96 名 63.5% 看護 4年  0 名  69 名  0.0% 保健学 18名  93 名 19.4%
5年 51名 110名 46.4% 放射線 1年  8 名  39 名 20.5% 無記名  6 名
6年 54名 109名 49.5% 放射線 2年  0 名  40 名  0.0% 全体 88名 845名 10.4%
無記名 8名 放射線 3年  0 名  40 名  0.0%
全体 324名 688 名 47.1% 放射線 4年  0 名  42 名  0.0%
検査 1年 23名  39 名 59.0%
検査 2年  0 名  44 名  0.0%
検査 3年  0 名  32 名  0.0%
検査 4年  0 名  37 名  0.0%
全体 59名 606名  9.7%
表 2　震災後アンケート提出状況（2回目）
医学部医学科 医学部保健学科 医学系研究科学生
学年 提出人数 学生数 提出率 学年 提出人数 学生数 提出率 専攻 提出人数 学生数 提出率
1年  57 名 130 名 43.8% 看護 1年  51 名  74 名 68.9% 医科学修士  14 名      78 名 17.9%
2年  28 名 119 名 23.5% 看護 2年  14 名  77 名 18.2% 医科学博士  71 名    586 名 12.1%
3年  35 名 124 名 28.2% 看護 3年  15 名  73 名 20.5% 障害科学  19 名      88 名 21.6%
4年  24 名  96 名 25.0% 看護 4年  46 名  69 名 66.7% 保健学  62 名      93 名 66.7%
5年  23 名 110 名 20.9% 放射線 1年  27 名  39 名 69.2% 無記名    7 名
6年  16 名 109 名 14.7% 放射線 2年    5 名  40 名 12.5% 全体 173名    845 名 20.5%
全体 183名 688 名 26.6% 放射線 3年  28 名  40 名 70.0%
放射線 4年  26 名  42 名 61.9%
医学部 提出人数 検査 1年  31 名  39 名 79.5% 全体
無記名  23 名 検査 2年  20 名  44 名 45.5% 提出人数 学生数 提出率
検査 3年  10 名  32 名 31.3% 全体 669名 2,139 名 31.3%
検査 4年  17 名  37 名 45.9%


























































































































































（1-2 名）の体制で運営している。2011 年 3
月 11 日の発災当時は、筆者が脳科学グロー
バル COE を主務としており、また、事務補
佐員 1 名の交代期であり、実質 2 名が 1 号館
2F のオフィスに常駐していた。











































































































る。同メッセージは、その後 3 月 22 日に
第 2 弾を公開し、同 25 日には中止になった













（参考 : 掲載ウェブサイト http://www.med.
tohoku.ac.jp/english/interview/005.html）（図 2）
　3.1.3　教務・生活面の情報の提供












討し始めた時期に、Q & A 形式で、放射線
情報・住宅事情から、交通・生活物価に至る
までの情報をまとめたページ（図 3）を作成し掲























急増した。3 月 11 日から 4 月 10 日までの 1
か月間のアクセスは、268,403 ページビュー
数を数え、前年の同期間を 10 万程度上回っ
ている。これは、前月（2 月 11 日～3 月 10 日）
の数字（158,388 ページビュー数）も大きく
上回っており、震災による効果と考えられる。
















































ページビュー数 268,403 163,745 158,388 177,881
訪問者数   60,155   28,383   31,661   36,797






























報室では、2009 年から Twitter アカウントを
運用しているが、震災以前のフォロワーは

































広報活動を行った。4 月 19 日に、まず NHK
ラジオで 10 分程度のインタビューコーナー









3/13 3/14 3/15 3/16 3/17 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23 3/24 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30 3/31
ツイート数 13 11 7 10 5   7 3 7 2   7   9   5   8 4 0   4 2 4 1













































































































































棟は鉄筋コンクリート地下 1 階地上 6 階（一
部 7 階）建てであり床面積 5,290 m2、昭和 58
年（1983 年）に竣工し、既に築 28 年である。
マウス（約 21,500 匹）、ラット（約 1,250 匹）
を含め、モルモット、ウサギ、ブタ、ヒツ
ジ、イヌ、サルを飼育していた。一方、臨床
分室は鉄筋コンクリート地下 1 階地上 12 階建
ての医学部研究棟 3 号館の最上階全フロアー

























































月日（曜日） 気温 天気 状況
 最高  最低 日中 夜間 中央施設 臨床分室






3月12日（土） 8.8 －1.1 晴時々曇一
時雪
快晴 電気水復旧、被害調査と修復 飼育室被害調査
3月13日（日）16.5 －0.5 晴 晴 被害調査と修復／排送風機運転／暖房なし 給水瓶 12階へ運搬／給水瓶作り
3月14日（月）19.6 2.3 晴後曇 曇 職員安否確認／殆どの職員出勤、エレベー
タ 2台復旧・ケージ交換停止
職員引っ越し電気復帰
3月15日（火） 7.2 0.4 雨一時曇 雨後雪 昼食供給開始、買い出し／飼料在庫確認 水運搬ボランティア
3月16日（水） 5.3 －1.9 雪後一時曇 雪一時晴 イヌ 42 匹中央棟へ引っ越し─ 24 日ま
で、水一部復旧





・ ・ ・ ・ ・ ・ ・







3月23日（水） 6.4 0.8 晴一時雪 晴 マウス・ラットケージベースで 24%削
減





3月25日（金） 6.3 －1.1 曇後一時雨 雨後雪 暖房・オートクレーブ全面稼動 筑波大床敷搬入ボランティア
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
3月28日（月）10.7 －1.7 晴　快晴 全面復旧宣言／今週で全ケージ交換開始
3月29日（火）13.6 －0.4 晴 晴 汚れたケージ中央棟へ運搬ボランティア
／その後エレベータ復旧
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
4月 4日（月） 8.6 －0.1 晴 快晴 水全面復旧
4月 5日（火） 15.5 －0.9 快晴 快晴 蒸気復旧












































央棟と 0 号館から 200 本以上の給水瓶を職員












　3 月 25 日、この日に筑波大学生命科学動
物資源センターのご好意により、滅菌床敷






































全体（242 台）の 11% 程度（27 台）であり、













　昭和 53 年（1978 年）6 月 12 日にマグニ









写真 9・10　筑波大学からの滅菌床敷き 500 kg 290 箱の支援を受けた。3号館 12階臨床分室へ搬入する事
としたが、エレベータが復旧しないため、学生教員のボランテア約 20名で階段で運び上げた。
103第二部　奮闘 ─ 教育研究の現場を取り戻す















































































　  平棚  10 平棚 2台転倒・1台は動物室内逃亡 
　  個別換気ケージ飼育装置  25 飼育台ボンベ転倒により破損 1台 
  感 染 室・ 検 疫 室 BBH 
BOXラック 
9 揺れによる移動あり 
　  セーフティラック  10 　
　  ラミナーフローラック  26 給水管バルブ破損 1台 
　  ラット流水洗浄架台  3 排水管破損 1台、自動洗浄不能 1台 
臨床分室  東熱給排気型飼育装置  24 被害 12台床天井から固定具はずれた 
　  ラット 5列 6段
（日本クレア） 
12 　































行わなければ SPF 状態は 2～3 週間しか持た
ないと判断した。さらにガスの停止が予想さ








































た。震災後 14 日目、動物削減決断後 8 日目
であった（表 1）。






によると、3 月 11 日時点ではマウス・ラッ
ト用は約 45 日分、ウサギ用約 48 日分、イヌ







































動物種 震災前 震災後 差し引き 減少割合（%）
マウス 24,441 17,320 7,121 29.1
ラット 1958 1,236 722 36.9
マウス・ラット計 26,399 18,556 7,843 29.7
モルモット 31 12 19 61.3
ウサギ 46 39 7 15.2
イヌ 61 60 1   1.6
ブタ 8 6 2 25.0
ヒツジ 2 2 0   0.0























































午前 11 時までに 14 名職員が出勤、翌々日日
曜日は 12 名が出勤、復旧作業に当たった。



































の結果、中央棟では 3 月 28 日に復旧宣言を
する事ができた。そして、SPF 維持のため
に削減した動物数のその後の回復は目覚まし
く、マウスでは震災 4 ヶ月後の 7 月には震災





























































































関しては、医学部 5 号館、1 号館及び 2 号館
の各飼養保管施設を廻り、施設の状況の確認
を行った。その結果、3 月 25 日には全飼養
保管施設の状況を把握した。





















































































































































り、平日（月曜日～金曜日）は 20 時から 24
時まで無人入退館時間として利用が可能であ
る。土、日、祝祭日は、9 時から 24 時まで
としている。




　平成 23 年（2011 年）3 月 11 日（金）14




南北約 500 km、東西約 200 km の広範囲に及
んだ。この地震の規模は、大正 12 年（1923
年）の関東大震災の M 7.9 や平成 6 年（1994














































































　震災発生から 3 日目の 3 月 14 日（月）、朝
から復旧作業を開始して、当日の午後には 1
階部分のみではあるが部分開館することがで










































































　平成 23 年（2011 年）4 月 7 日（木）午後
11 時 32 分、宮城県北部と宮城県中部で震
度 6 強の地震を観測した。震源地は宮城県

































判断により、5 月 13 日（金）からは 2 階ま
でを土日を含め 24 時まで開館することとし
た。










書館が創立 100 周年を迎える 6 月 14 日（火）


















































































































From A Medical Library in the Earthquake-
Prone Zone. Sakamoto K, Minamidate Y, Nagai T. 













月 28 日から 30 日までと 1 月 3 日及び 4 日
の年末年始期間中に無人開館した。1 日平均



























































　午後 2 時 46 分。宮城県沖を震源とするマグ



















































を知ったのは 2 日後の日曜日に NHK 仙台放
送局の街頭テレビを見た時であった。東日本
沿岸部は巨大津波の襲来により壊滅状態と


















もあり 3 月、4 月は健康相談に訪れる学生は
みられず、診療室は閑古鳥が鳴いている状況
であった。連休明けの 5 月 6 日には延期され
ていた入学式が実施され、5 月 9 日より前期
授業が開始された。全キャンパスには学生が
戻り、キャンパスは活気を取り戻した。私共













































































赤 （Red Tag） カテゴリー I（最優先治療群）
生命に関わる重篤な状態で一刻も早い処
置が必要で救命の可能性があるもの。






緑 （Green Tag） カテゴリー III（軽症群） 
軽度の病症および救急での搬送の必要が
ないもの。
　本震災直後の 14 時 53 分、災害情報システ
ムにより、予測傷病者数は死亡 1,000 名（100
人以上と推定される都道府県 : 福島・宮城・










































は 545 人、赤 98 人、黄 201 人、緑 232 人、




































































































































3 月 21 日～27 日
　20 日に星陵パワーセンターボイラーが運

















































































3 月 28 日以降
　手術体制は 3 月 28 日から 4 月 1 日までは、
6 列定期＋緊急 2 列の計 8 列で平常の半分に
まで回復した。これによって待機患者の入院
が可能となった。また衛生材料など物資の供
給にめどがたち、4 月 4 日以降から手術が平
常通りに運営可能となった。被災地から患者
搬入数は依然として多く、病棟運営が大変厳

















































ん 115 名が新外来 1 から 3 階で泊まることと
なった。




ア 22 名、緑エリア 20 名程度、黒エリア 2 名。


























調査班の会議を 13 : 00～行うので、本部に各
診療科の代表を集めてくださいとのアナウン
スがあった。各外来フロアの被害状況を確認
し、16 : 00 の定例会で報告があった。旧外来
棟屋上の給水タンクから水漏れがあり修繕し













































3 月 18 日（金）
　外来体制は今日も昨日までと同じであっ
た。
3 月 19 日（土）
　外来の通常業務開始に向けて、震災で散乱
した診察室や待合室の方付け・整理を行った。





























































































































16 時 40 分には屋上へリポートの使用が可能
であることが確認された。院内の水道管の点
検後、19 時 10 分には給水が一部開始され、
東西病棟のトイレの使用が可能になった。22
時 30 分には PET-CT 室の CT が稼働、MR
棟の MRI も 1 台稼働した。23 時 26 分に透
析機 6 台が稼働可能となり、23 時 39 分には




月 4 日、ようやく 5 階フロアを使用できるよ
うになり、同日を以て歯科部門外来は全面的
に再開することとななった。























るようになった。2 時 30 分には東北電力か
ら本院に優先的に電力供給が再開され、パ
ワーセンターの電力が復活した。8 時 30 分
に西病棟の電力が非常用から通常電源に切り
替えられ、東病棟、中央診療棟、PET 棟と
順次切り替え作業が進んだ。9 時 45 分にヘ
リポート用エレベーターが復旧し、ヘリによ
る患者の広域搬送と受け入れが可能となっ
た。11 時 16 分、2 台目のエレベーターが復
旧、12 時 58 分には診療支援、服薬、給食の
サーバーが復旧し、院内の診療体制が徐々に
復活していった。14 時 30 分、薬剤部の物流
と緊急処方が開始された。17 時に病棟エレ
ベーター 4 基が運用可能となり、17 時 55 分
には中央診療棟のエレベーターが復活した。
19 時 25 分、病棟エレベーターが全て復旧。




































の混乱もきたさなかった。3 月 11 日の震災









あった。3 月 14 日、田林院長が来院し、里
見病院長に患者の一部受け入れ要請があり、
一時避難が必要な約 80 名の患者のうち 30 名















ラが回復した 3 月 15 日（火）以降であり、
同日には複数回のヘリ搬送で気仙沼から約
10 名の患者を受け入れ、妊婦 7 名も当院に
搬送された。3 月 16 日には石巻日赤病院か
132
















が整ったからである。3 月 19 日（土）、17 時









ら計画的に院内で透析を行い、22 日に 43 名、



















































































































































































































































入ったのは 10 日後の 3 月 21 日である。
清潔ケア
　12 日 9 時前に電気が復旧したため洗髪車
は使えたが、ガスを使う入浴ができるように
なったのは、時間や使い方に制限はあったも




















































































































































































































































































































































































































































































とができたのは 13 日 20 時 19 分であった。

















































































勤可能であった歯科研修医は 3 月 14 日から
院内ボランティアに登録し、3 月 25 日まで
被災者搬送、入院患者の口腔ケア、物資の運
搬など様々な活動を行った。
　平成 23 年 4 月 1 日採用予定の医科・歯科
研修医全員に、震災直後からメール等で連絡
を取り東北大学病院の状況を説明した。震災
後暫くは、4 月 1 日から臨床研修を開始でき
るかどうかは判断できなかった。その後、病














宿泊したりしながら 4 月 1 日の新規採用者オ
リエンテーションを迎えた。これにより、医
科 1 年目研修医は全員が 4 月 1 日から臨床研
修を開始することができたが、歯科研修医は、
4 月 1 日から開始出来ない者が 3 名いた。























































科）合同の 5 チームで、4 月 5 日から 5 月 22

































　2011 年 8 月 1-3 日、8 月 8-10 日、8 月


























































































纏めた。調査は震災後 2 週間～1 ケ月の時点
























































































































　なお、法医学分野としては 3 月 13 日から 5 月 17 日ま
での期間に検案支援を行い、3 名の教室員医師で合わせ
151第三部　貢献 ─ 社会と共に
て 791 体の遺体を検案した。3 名の内訳はそれぞれ 576
体（46 日間）、123 体（10 日間）、92 体（2 日間）である。
その他、加齢医学研究所病態臓器構築研究分野からも 2



























































　9 月 1 日現在の警察庁発表によれば，全国で死者




























































　「全戸訪問の支援」は、3/30～4/22 まで約 1 か月間毎
日実施し、大学からは教員を中心に大学院生、他大学教






















































































































センターの事業が本格稼働した平成 23 年 6 月から同 24
年 1 月までの 8 カ月間で、本センターからの出張回数は




















② 栄養、③ 活動状況、④ こころの元気さ、⑤ 睡眠の






　未成年調査では、年齢に応じて、① 0～2 歳、② 3～









　地域調査の実施状況を表 1 に示す。平成 24 年 1 月末
時点で、5 千名余のご協力をいただいている（表 1）。









































対象者 受診者 対象者 回答者
石　巻
雄勝地区 2,997 980 337 224
牡鹿地区 3,357 835 414 302
網地島地区 460 197 NA NA
石巻市合計 6,814 2,012 751 526
仙台市
若林区 976 627 119 62
七ヶ浜町 2,466 1,860 326 269



























































た。5 月 1 日に支援センターが発足してから 10 月 30 日
までの 6 月間で本プロジェクトでの派遣人員はのべ 700
















































地区、仙台市若林区の 3 地区における 14 会場で運動教
室を実施している。平成 23年度の各地区の会場数（回数）
は、石巻市雄勝地区がポピュレーションアプローチの教
室 5 カ所（各 4～9 回）とハイリスクアプローチの教室
2 カ所（各 12 回）、石巻市牡鹿地区が 6 カ所（各 4 回）、







































































































































　平成 23 年 3 月 14 日、筆者は宮城県から要請を受け、
宮城県庁 11 階の宮城県原子力安全対策室へ向かった（現
































































サーベイが必要を思われる方（原発事故 30 km 圏内の方）
のピックアップ（場合によっては簡易サーベイ）が行わ




















































に来る方もおられた。3 月中は、設置されていた 4 台の
電話が、全て繋がった状態になることも珍しくなかった。





















































月 6 日で終了させていただいた。4 月 7 日以降は、随時、
電話対応（県庁スタッフに対する専門的見地から助言ア
ドバイスや一般市民等に対するセカンドオピニオンな

























































































ついて調査した（成果の一部は Radiat Prot Dosimetry. 






























































































ム（Emergency Medical Information System ; 以下 EMIS）
に、宮城県は未加入であった。このため、マルチチャン





System ; 以下 DIS）で死者 1,000 名、重症者 2,000 名と推
定されていたため、県内医療機関のみでは全ての傷病者
を収容することは不可能と判断した。域外搬出のために
県内に 4 カ所の広域搬送拠点臨時医療施設（Staging Care 



























たが、有効な通信手段がなかったため、3 月 12 日まで



























































対策支援を東北大学の Mission として掲げ、 3 月 13 日に
県庁および仙台市と調整し、今後の被災地における感染
対策について幅広く協力・支援していくことを確認した。
まず、初期対応として、3 月 18 日に「感染予防の 8 カ
条」のポスターを作成し、講座のウェブサイト（http://
www.tohoku-icnet.ac）に掲載し、併せて宮城県、仙台市、
東北厚生局、宮城県 ･ 仙台市医師会などに計 2,000 枚を
送付、マスメディアなども通じて、被災地における啓
発を行った（Infection Control and Hospital Epidemiology 











Infectious Diseases, October 5, 2011、日本環境感染学会誌、















従事者用）」、3 月 27 日「避難場所における抗インフル























































常の研究が開始したのは 1 か月半以上が経過した 5 月の
連休明けだった）。
　当初は被災地の状況もはっきりせずどこから手をつけ





































































しい結果がでることを確認し、3 月 16 日までにはイン
フルエンザを PCR で検査することが可能になった。し
かし問題は検査する検体をどこから採取するかであっ
た。まず 3 月 17 日から石巻地区に派遣されていた大学
病院からの医療チームに、避難所でインフルエンザの患
者がいれば検体を採取するように依頼した。この日（17
日）は石巻から 3 件の検体が採取されたがうち 1 件のみ
が PCR で H3N2 が陽性であった。結局石巻地区では大
きなインフルエンザの流行は確認されず、我々が石巻地
区からの検体からインフルエンザウイルスを検出したの










あった。翌日の 3 月 18 日からは仙台市救急医療事業団
の中川洋先生の協力を得て、仙台市急患センターからの

























































































































































































































































































結局、沿岸部の浸水流失の 3 施設、停電断水 13 施設、







































































































































































































































































































































































































































































終的には大学病院の職員に 3 月 23 日に配分され、また
一部は公的機関のセーフティネットから漏れていた石巻
の斎藤病院にも配られたと聞く。

















































































































































































































































































































































　震災発生より 5 日経過した 3 月 16 日、当教室は精神
薬理学を領域としていることから被災地で緊急に必要と
される精神科治療薬の供給支援に向けて活動を始めた。
3 号館 7 階の精神・神経生物学分野の研究室は非常用電
源さえ使用できなかったことから、2 号館 4 階の研究室
から日本神経精神薬理学会、日本生物学的精神医学会の
理事長に電話連絡を取ったところ、精神科治療薬の供給






























































向精神薬が不足しているとの情報を得た。3 月 29 日に



































































への訪問を行った。3 月 17 日（木）は、新潟市を訪れ、
今後の被災地支援に必要な物資の購入を行うとともに、
新潟大学医学部精神科教室にも薬剤、物資の支援を依頼
し、物資を精神科医局に届けた。3 月 19 日（土）、20 日




　3 月 22 日（火）、七ヶ浜町役場から県を通して精神科
医局にメンタルヘルス支援の派遣要請があり、23 日（水）
朝から大学病院で確保した車で現地入りする方針となっ
た。3 月 23 日（水）、24 日（木）は午前 8 時に精神科医
局の和田努医師、濱家由美子心理士と精神保健福祉士協






















　3 月 11 日（金）～3 月 20 日（日）
［被災～仙台市沿岸部の支援］




























た。3 月 29 日（火）～4 月 29 日（金）の間は学外から支
援に参加のあった心理士、看護師、精神保健福祉士など
毎回入れ替わりのボランティア 3 名と富田の 4 名の構成
で毎週火曜日─金曜日の午後 2 時に七ヶ浜入りをして、
避難所巡回活動を行った。4 月 12 日（火）～4 月 26 日（火）






行った。4 月 24 日（日）には、石巻市の避難所巡回チー
ムに加わり石巻の避難所や石巻市役所保健師を通じて依
頼のあった在宅避難者を訪問し相談活動を行った。





七ヶ浜を訪問しての活動に切り替えた。5 月 2 日（月）
～5 月 30 日（月）の間は毎週月曜日の午後 2 時に七ヶ
浜入りをして午後～晩にかけて活動を行った。5 月 16
日、23 日、30 日は 3 回に渡って町役場の全部局の管理
者を対象に 30 分間枠で部局と管理者に関する相談会を







のあり方について意見交換を重ね、6 月 30 日にも多賀
城市役所で多賀城市保健師、塩釜緑が丘病院、民医連と
会合を開き、多賀城での活動の今後の方針につき検討し
た。6 月 20 日（月）には卒後研修センター主催の研修
医セミナーで震災後メンタルヘルスに関するセミナー、
7 月 29 日（金）には坂総合病院主催のプライマリケア
医対象の震災後メンタルヘルスに関するセミナーで講演





宮城県精神科医会としての取り組みを提言し、7 月 9 日
（土）に精神科医科医の会合で、七ヶ浜での取り組みの
紹介、精神保健活動に関する取り組み・連携の提案を行っ
た。7 月 24 日（日）には国立精神神経医療研究センター
の金吉晴先生を招いて PTSD 臨床診断面接評価尺度講
習会を開催した。5 月 26 日（木）宮城県精神保健福祉
協会、7 月 2 日（土）震災こころのケア交流会みやぎ、



















に務めた。医学部 5 号館 8 階研究室は一時使用不可能と












（2011 年 3 月 19 日 08 : 30～17 : 30）
08 : 00　東北大学病院災害対策会議に参加する。





































薬物中断、アレルギー増悪などに遭遇。12 : 15 撤収。
12 : 30　岩沼保健センター、昼食。
13 : 00　岩沼市民会館。医療用スペース作成を求め、実






する患者に対しては、検体を採取し、oseltamivir 150 mg 























録した患者 52 例。内、インフルエンザ／感冒患者 4
































　行動医学の対ストレス関連疾患活動は、2011 年 3 月
23 日に研究科ホームページにて一般市民向けの「震災
時のストレスへの対応について」として好評を博した。
2011 年 5 月 26 日の本学主催の東日本大震災特別企画サ
イエンスカフェにおいても「心身のストレスとその対応」
として講演した。さらに、テレビジョンにおいて、2011
年 6 月 21 日「復興の光になる　仙台　東日本大震災か



































































































































































































































3 週間－　リハビリナース 4 : 212-215, 2011.
［3］　上月正博　東日本大震災被災地の現場から－宮城県を中心に
－　リハニュース No. 50 p 2-3, 2011.7.15 発行
［4］　上月正博　災害リハビリテーション―東日本大震災被災地で
















年 9 月に仙台で開催を予定していた「第 17 回日本摂食・
嚥下リハビリテーション学会学術大会」を中止し、チャ
リティセミナーを 9 月 2 日に名古屋で開催しました。大
型の台風 12 号が近づいていたにもかかわらず、参加者
は 958 名に及びました。詳細は日本摂食・嚥下リハビリ





　二つ目は、第 17 回・18 回日本摂食・嚥下リハビリテー
ション学会学術大会の共同開催です（図 2）。同学術大会は
例年 5,000 人をはるかに超える参加者が、2 日間会場を
埋め尽くして議論する熱気にあふれる学術大会です。原
発事故も加わり日本全体が非常事態という中で、第 17

































































































　1.　午後 2 時 46 分頃地震発生














































































　3.　医学部 3 号館 6 階の皮膚科医局、図書室と秘書室
の整理（山﨑准教授一家）
　4.　必要物品の持ち出し（山﨑准教授）















































































　対策本部会議が一日二回（朝 8 時、午後 4 時）の定時
開催となり、この体制は 4 月 8 日まで続いた（それ以






医長を中心に担当者を割り振りし、3 月 19 日金曜日ま
での皮膚科緊急外来診療体制が敷かれた。皮膚科にも熱
傷患者が数名運ばれ、病棟担当者を中心に対応した。






した。3 月 14 日から 3 月 19 日土曜日までは毎日朝 8 時

























　3 月 15 日からは被害の大きい気仙沼と石巻方面への
東北大学病院からの支援が本格化した。皮膚科医局員も
































































































　5.　医局機能の医学部 3 号館 6 階への復帰（木村医員、
伊藤技師、吉田技師、澤谷技師、早坂秘書、山﨑
准教授）


















　施設の復旧に伴い、3 月 22 日よりは東北大学病院も
重症患者に加えて予約再診外来を開始し、皮膚科も元の
外来診療室での診療を再開した。化学療法室も再開され、
乾癬患者に対する抗 TNFa 抗体療法も 3 月 23 日より再
開された。手術室も制限付きながら各科対応で再開され、
皮膚科では 3 月 23 日に熱傷患者の手術を施行した。熱
傷等の患者の増加に対応するために、第 4 の病棟チーム




れ、医局の機能を徐々に病棟から医学部 3 号館 6 階の皮
膚科医局へと戻し始めた。3 月 22 日には電気の供給が
復旧し、ガスの供給も 4 月初旬には復旧したが、漏水等
のため水道水は温水とトイレでの供給のみである（4 月


























































































































































































































視察を要請した。4 月 7 日に大槻マミ太郎自治医科大学
教授（日本皮膚科学会東部支部長）と照井正日本大学教
授（日本皮膚科学会東京支部副支部長、元東北大学皮膚
科准教授）に来仙頂き、4 月 8 日の東北大学病院三科合
同医療チームの診療に併せた視察を企画した。しかしな
がら、4 月 7 日の深夜 23 時 32 分に宮城県沖を震源とす
る M7.4 の最大規模余震が発生し、仙台市も震度 6 強の
揺れと ､半日以上にわたる停電や自動車道の閉鎖がおこ









定趣意書を元に 4 月 10 日に日本皮膚科学会理事長を本
日本皮膚科学会ボランティア皮膚科医巡回診療チー
ム参加者（2011 年 4月 20日～6月 11日撮影）
耳鼻科、眼科、皮膚科医による東北大学病院巡回診
療チーム（2011 年 4月 1日～15日撮影）
203第三部　貢献 ─ 社会と共に
部長とする東日本大震災対策本部が立ち上げられ、ボラ
ンティア皮膚科医師を公募し、4 月 20 日から宮城県被
災地へと派遣することとなった。東北大学皮膚科では、
現地での受け容れ体制を準備し、巡回診療が滞りなく遂
行できるよう現地での調整を行った。4 月 1 日から 6 月
11 日までの被災地巡回診療の概要は以下の通りである。
　1）　4 月 1、8、15 日 ; 東北大学皮膚科医のみによる
南三陸町と女川町の巡回診療。
　　ボランティア診療のべ参加人数 ; 7 人
　　のべ診療日数 ; 　　　　　　　　3 日
　　のべ診療訪問箇所 ; 　　　　　　5 箇所
　　診療患者総数 ; 　　　　　　　　100 名
　2）　4 月 20 日から 6 月 11 日まで ; 日本皮膚科学会と
東北大皮膚科共同のボランティア診療支援
　　ボランティア診療のべ参加人数 ; 88 人
　　のべ診療日数 ; 　　　　　　　　16 日
　　のべ診療訪問箇所 ; 　　　　　　40 箇所













































　形成外科は、1 号館 7 階の医局の暖房が止まり、エレ
ベーターも使用できない状況であったため、医局機能を
大学病院 10 階病棟に移して対応した。他科と同じよう








で受け入れた震災関連患者は 3 人のみであったが、2 週









市 5 名（17.8%）、仙台市 2 名（7.1%）、岩沼市 1 名（3.6%）、
女川町 1 名（3.6%）、東松島市 1 名（3.6%）、松島町 1 名
（3.6%）であった。震災後の住居は避難所生活者が 13 名
（46.4%）、非避難所生活者が 15 名（53.6%）だった。褥
瘡部位は褥瘡保有者全体（28 名）では、仙骨部 14 名
（50%）、大転子部 8 名（28.6%）、踵部 7 名（25%）、臀部
5 名（17.9%）、背部 4 名（14.3%）と多岐に渡った。非
避難所生活者（15 名）の褥瘡保有数は、褥瘡 1 個 7 名
（46.6%）、褥瘡 2 個 6 名（40.0%）、褥瘡 4 個 1 名（6.7%）、
褥瘡 5 個 1 名（6.7%）であった。　避難所生活者（13 名）
の褥瘡保有数は、褥瘡 1 個 4 名（30.7%）、褥瘡 2 個 5 名
（38.5%）、褥瘡 3 個 2 名（15.4%）、褥瘡 4 個 1 名（7.7%）、


















































15 日にはウレタンマットレス 99 枚が宮城県内希望施設























3 月 11 日　午後 2 : 46 地震発生
1.　臨時医局の開設・移動
　発災後医学部 2 号館 8 階の肝胆膵外科／胃腸外科医局
は書棚等が倒壊し業務遂行、安全確保が困難であったた
め、東 8 階病棟 SGT 室を臨時医局として稼働すべく、
コンピューター等を移動した。
2.　医局員・事務員・同門会員の被災状況と安否確認




































　3 月 11 日発災後より当院救急部からの要請を受け、
救急外来トリアージの緑・黄色担当チームとして医局
員を派遣。8 時間ごとのシフトを組み日中および準夜勤
帯は 2 ないし 3 人、深夜勤帯は 2 名体制で支援。3 月 20






なってきたとのことで 3 月 15 日に応援要請あり。翌 3





区に派遣していたが、当科では 3 月 16 日より 3 月 20 日
まで石巻地区、3 月 17 日には若林地区にそれぞれ 7 名、
4 名を派遣した。
















の機能が一時的に麻痺したため、3 月 21 日までは緊急
手術のみの対応となった。3 月 22 日以降は通常手術も
少ないながら再開され、4 月 4 日以降は通常時の 90％
程度の件数をこなせるようになった。
　発災後 4 月 3 日までに施行した手術症例数は、胃腸外
科 18 件、肝胆膵外科 9 件の計 27 件であった。そのうち
緊急手術例は胃腸外科11件、肝胆膵外科は2件であった。
胃腸外科の緊急手術例のうち、1 例は発災直後の 3 月 11
日夜に施行した虫垂切除術症例であり、発災後早期の 3
月 14 日から 18 日までに 7 例の緊急手術を施行した。肝
胆膵外科は緊急手術例の 2 例は 3 月 22 日以降であった
が、通常手術が再開された 3 月 22 日から 4 月 3 日まで





　3 月 14 日午後より医学部 2 号館の立ち入りが可能と
なり、3 月 15 日より医局内の整理を開始した。倒壊し
た棚などで部屋の入口や通路が塞がれていたが、医局
員の総力をあげて元に戻し、3 月 18 日までに各部屋間
の移動が自由にできるようになった。3 月 22 日からは、
特に被害の大きかった実験室周辺の整理を開始。各研究
室や事務センター、集会室の片付けも進み、電気，通信
も最低限復旧したことから、徐々に東 8 階病棟 SGT 室
から医学部 2 号館 8 階へと機能を戻した。事務センター
の書庫など、特に損壊の激しい箇所の復旧では、専門業















　平成 23 年 3 月 11 日金曜日の定期手術は、80 歳代男
性に対する TEVAR（胸部大動脈ステント内挿術）であ
り、地震発生時の午後 2 時 46 分には手技も完了し、中





人海戦術で階段を使って 1 階を経由し無事に ICU に運
び込まれた。その他、手術中の上記の患者以外に、ICU









　院内の LVAD 患者は、NIPRO（旧 Toyobo）式 LVAD





































②　翌週の定期手術を当面延期（3 月 28 日から数を制
限して本格再開）
③　救命センター応援医師を交代で派遣












■ 3 月 12 日　急性解離（Stanford A ?）　入院後死亡
　　　　　　　　　　  （午後より CT1 台復旧）
　　　　　　 術後縦隔炎に対する緊急開胸ドレナージ
■ 3 月 13 日　急性解離（Stanford B）　保存的治療
■ 3 月 16 日　急性解離（Stanford B）　バイパス追加（血
管班）
■ 3 月 17 日　急性解離（Stanford A）　緊急手術








　また、3 月 12 日土曜日に臨時でホモグラフトを用い
上行大動脈置換を予定していた ICU 入室中の人工血管




し、3 月 15 日午前中にヘリコプターにてホモグラフト























































































































































































に関しては、当科からは 3 月 17 日から 22 日まで石巻方
面に 1 名ずつ参加しています。また、拠点病院である石














































































































































当院では約 1 か月間で計 481 名の放射線量を測定し、9
名の方に簡易除染を実施しました。除染基準は、宮城県
原子力防災緊急時被ばく医療活動マニュアルに基づいて























力確保の問題などがあり 3 月 16 日から放射線治療を再















































































































































































































































































































































































































　東北大学病院看護部ボランティアは 3 月 20 日頃から
4 月 3 日まで交替で行い、齋は、16 時から 19 時までを
























































































り、22 日で終了しました。仙台二中の避難所も 3 月末











































最初は 4 月 8 日に参加を予定していましたが、4 月 7 日
の余震の影響で、8 日の巡回相談は中止となり、実際に











































ティア活動を開始した 3 日目、3 月 25 日に地震後はじ
めて施設を訪問したという東松島市役所の福祉課介護保
険班の職員によると、「3 月 24 日現在で、地震による死









た保健学専攻看護学コース教員 5 名と学生 6 名で、ロー
テーション組み医療・介護支援を実施した。ボランティ
ア期間は、介護ボランティアは 2 泊 3 日の 3 クール地震
後 12 日目の 3 月 23 日より 29 日まで行った。また、医





派遣日 人数 メンバーの内訳 支援内容
3月23日 4 教員 3人（保健師 3）・学生 1人 介護支援
3月24日 3 教員 2人（保健師 2）・学生 1人 介護支援
3月25日 8 教員 4人（医師 1・保健師 3）・学生 4人医療支援
3月26日 3 学生 3人 介護支援
3月27日 6 教員 3人（医師 1・保健師 2）・学生 3人医療支援
3月28日 3 教員 1人（保健師 1）・学生 2人 介護支援
3月29日 4 教員 2人（保健師 2）・学生 2人 介護支援
31人 教員 15人（実人員 : 保健師 3・医師 2）


























　ボランティア開始後の 5 日目（27 日）には、給水が





















































































































































































































































































































に対しては、震災当日から 4 月 1 日まで支援に入った
が、患者のケアだけでなく、病棟職員の食料不足も深刻









































































































































































































































































































































今回（3 月 17 日 : Ver 2）のバージョンで
のアップデート情報









































たが、7 週目（2 月 14 日～20 日）から 9 
















































また感染性胃腸炎は先々週（2 月 28 日か








































































































































































































































































































た。しかし、合計で 21 件の検体が PCR
で陽性となった。その内訳は H3N2 が 19








す。震災後の 3 月 12 日から 3 月 21 日まで
の 10 日間に仙台市急患センターを受診者
した成人および小児の 1,180 例中、335 例
（28.3%）にインフルエンザウイルスの迅速




ンザの流行は、2010 年 12 月に始まり 2011
年 1 月下旬にいったんピークを迎えてい
た。この流行の主体は H1N1 pdm であっ
たが、流行が終息傾向に向かっていた 2 月
中旬以降再度増加傾向が見られていた。仙
台市衛生研究所のデータでは 2011 年 8 週






















等流行情報（第 16 号）仙台市衛生研究 
表 1　避難所と関連するA型インフルエンザの陽性例
検体採取日 検出ウイルス 患者情報





表 2　仙台市急患センター受診者数とインフルエンザ迅速診断陽性数（2011 年 3月 12日
～3月 21日）
日付 総受診者数 迅速診断実施数 A型陽性 B型陽性
3月 12日（土） 1,  70   18     8 0
3 月 13日（日） 1,221  63   37 1
3 月 14日（月） 1,102  27   10 0
3 月 15日（火）  1,94   19     6 0
3 月 16日（水）  1,79   29     2 1
3 月 17日（木）  1,74   16     6 1
3 月 18日（金） 1,  65   23     4 0
3 月 19日（土） 1,109  27     2 0
3 月 20日 （日） 1,198  64   17 2
3 月 21日 （月） 1,168  49   15 0








































を利用した PCR の結果はすべて H3N2 で
あった。
・ ラインリストを作成できた 5 つの避難所
（合計 74 例）のうち 3 つの避難所（75%）は、
初発例（Index case）が男性（年齢中央値
40 才、範囲 : 18-60 才代＊ 具体的な年齢
不詳）であった。Index case に関して残り
の避難所のうち 1 つは 40 才代女性、もう
1 つは不詳であった。
・ 各避難所における初発例の発症日は、3 

















































3月21日 3月22日 3月23日 3月24日 3月25日 3月26日 3月27日





















3月21日 3月22日 3月23日 3月24日 3月25日 3月26日 3月27日
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・3 月 24 日までに集められた薬は、薬剤師
の資格をもつ東北薬科大学のボランティア





































































































くことになり、3 月 20 日～25 日まで活動
を行った。大学の災害対策本部会議で要請
































































4 月 7 日 8 : 00
保健学専攻看護学コースによる地域貢献 :
災害復興支援活動







保健学専攻看護学コースの地域貢献：災害復興支援活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2011.4.7 : 8 : 00 AM現在














































































































































を行いました。具体的には、7 月 1 日　講演会「福島原発
の現状と中長期的展望、東北地方の復興のビジョン」（大
前研一氏 : ビジネス・ブレークスルー大学学長）、11 月 4
日　特別シンポジウム「東日本大震災の教訓～今・これか
ら何をするべきか」（石井正先生 : 石巻赤十字病院、加藤




会だより」Vol. 17 No. 2（http://www.gonryo.med.tohoku.ac.jp/













東北ジャーナル刊行会（Tohoku University Medical Press）
The Tohoku Journal of Experimental Medicine 編集アシスタント
地震当日の様子
　The Tohoku Journal of Experimental Medicine（TJEM）




















































んでした。この震災の影響で 3 月の新規投稿数は 33 件
と減少していますが、4 月以降順調に回復しています（図
1）。昨年の 2010 年の新規論文の投稿数は 589 件（月平







J-STAGE に被害がなかったことで、TJEM と J-STAGE
で行う論文掲載作業は滞りなく進めることができまし
た。3 月号（223 巻 3 号）は J-STAGE 公開画面（http://
www.jstage.jst.go.jp/browse/tjem）と TJEM のホームペー
ジ（http://www.journal.med.tohoku.ac.jp/index.html）で 予
定通り公開されました。震災当日には、4 月号の 10 編
中 2 編が J-STAGE で公開されました。その翌日も震災
前に公開の準備を済ませていた 2 編が公開となっていま
す。私達が震災から立ち上がり、編集を再開してからお
よそ 2 週間後の 3 月 26 日（土）には 5 編目を公開しま
した。震災の中にあっても早期に論文を公開することが
でき、著者の皆様にも大変喜ばれました。
　雑誌の刊行では、3 月号（223 巻 3 号）は、すでにオン





























































　TJEM は、年間 12 冊の 3 巻 4 号で構成され、日本学
術振興会の科学研究費補助金（研究成果公開促進費）・
学術定期刊行物（欧文誌）のご支援などにより、毎月刊













ら公開までの日数： 平均 14 日）。毎年、世界各国のべ
800 人以上の査読者が論文を審査してくださいます。










TJEM の現在までの歴史とその歩みは、創刊 90 周年を































＊1 Shibahara, S.（2011） The 2011 Tohoku Earthquake and Devastating Tsunami. Tohoku J. Exp. Med., 223 , 305-307.
＊2 Shibahara, S.（2009） The Upcoming 90th Anniversary of the Tohoku Journal of Experimental Medicine. Tohoku J. Exp. Med., 218, 161-163.
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＊a 震災直後に届いた励ましのメッセージ
I am the author of one manuscript that has been submitted to your journal. I hope TO-
HOKU UNIV will be okay and all people in Japan too. Pray For Japan...  March 12, 2011 
（China）
I am very concerned to learn about the devastating earthquake and Tsunami. Hope you, 
your family and journal are safe and OK. Be careful and take care ! If I can be of help, 
please let me know. March 13, 2011 （USA）
I am surprised and regret to hear the great earthquake and tsunami attacking in Sendai and 
northeastern Japan. I had ever joined the healthcare actions during Taiwan 921 earthquake 
12 years ago. I was very honored of working with a Japanese orthopedic doctor for caring 
victims. I knew the post-disaster care would be a great work. Sincerely hope you safe and 
well and pass the difficult condition. March 13, 2011 （Taiwan）
    Our hearts go out to you for the catastrophe in your beautiful country. 
Receive our deepest condolences.　March 13, 2011 （Greece）
First, I am deeply sorry about this tragic disaster, and express my deepest and heartfelt con-
dolence on the victims. I was really shocked at the news that Sendai city was one of the 
most damaged areas from this earthquake and tsunami. I pray that you and all of your fam-
ily and people in the Tohoku Univ. would be safe, and that the damage would be minimized 
and would not be extended any more. March 15, 2011 （Korea）
　 3 月 11 日の大震災により宮城県が大変な状況にあることはニュース等で存じ上げてお
ります。災害にあわれた方々の心中を推し量ることもできませんが、皆様のご無事と、一
刻も早い復興を心よりお祈り申し上げます。March 15, 2011 （Japan）
The recent earthquake, which has measured at 9 Magnitudes, has claimed thousands of lives 
and loss of property. Though the disaster is cruel, Japanese people are brave, the people 
in the world are warm, and we believe that your country and government, and the great 
Japanese can definitely surmount all of the difficulties. Let us surmount, united as one, to 
conquer the disaster. The world would be with Japanese and the God would be with Japa-
nese. In deepest sympathy. March 15, 2011 （China）
We are surprised by the urgent Japanese earthquake and we strongly believe that all Japanese 
people would overcome this temporarily difficulty. All Chinese people would be along with 
you. And we also hope your Journal editor office would be in its normal way. March 16, 
2011 （China）
この度は、大変な災害に遭われ、心よりお見舞い申し上げます。大学や研究所の被害も甚
大なものとお伺いしました。一刻も早く復旧されることを祈念致します。March 16, 2011 
（Japan）
We are sorry for the news of the destructive earthquake and tsunami that have resulted in 




To Editorial Board Members of  TJEM
Dear Colleagues,
The East Japan Earthquake of March 11 has changed everything in the Tohoku region. We feel 
deep sorrow for the tragic consequences of the devastating Tsunami that wiped out the seacoast areas 
of Sendai. 
For your reference, I am attaching “News and Views” that summarizes a part of the March 11 Di-
saster. It also announces a new mission of the Tohoku Journal of Experimental Medicine （TJEM）.
We are still suffering from daily aftershocks that are not so pleasant. However, even under such 
stressful conditions, our Editorial team works hard for the contributors to handle many manuscripts 
submitted to the TJEM. In fact, the online version of the April issue was published last week （on 
April 9）. We have realized the great advantage of online publication upon the natural catastrophe.
On the other hand, the Earthquake severely damaged the printing equipment of our printing com-
pany, which results in the delay in publication of a hard copy of the TJEM. Accordingly, even the 
March issue is not printed yet. It may take several weeks to start printing the hard copy of the 
TJEM. 
I am confident in the resilience of people living in the Tohoku region against the March 11 Disas-
ter. 
Lastly, I would like to ask each of you for your continuous supports to the TJEM.
Sincerely yours,
Shigeki Shibahara, M.D., Ph. D. 
Editor-in-Chief
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　3 月 11 日午後 2 時 46 分、4 号館 5F で、洗濯機でか
き回されるような、いつまでも続く大揺れに襲われまし























































































































































































































3 月 14日（月）（第 1報）
・医学系の災害対策本部が設置され、本日、以下のこと
が決定したので報告いたします。
・毎日 13 : 00 より永富先生から運動学研究室で東北大
の会議内容を報告していただきます。

















































































3 月 16日（水）（第 1報）
東北大学運動学の関係者各位
















　○外出禁止基準 : 5 μSv/h























・At this moment, we are safe unless we go near the nuclear 
power plant.
・Even if we are near the nuclear power plant, there is no 
problem if wewear mask and long-sleeved shirt, and wash 
our hands and shirt when cominghome from outside.





　小学校 1 年に入学する直前のことでした。唐山大震災 






























者たちと一緒に避難所 （大学の体育館 = 星陵体育館）に
泊まることにしました。
　初日の夜が一番大変でした。3 月 11 日の気温は最高









































索してみました （キーワード : 放射能 〈〈2011 年 3 月以
后〉）。7 月 6 日の時点で既に 46 冊出版されました。分
かりやすそうなものを3冊、下に紹介します : 「① ニュー
スを正しく理解する放射能キーワード 70　知っておく
べき用語を分かりやすく解説 サイエンスライターズ・
クラブ （新書 -2011/6/23）; ② 世界一わかりやすい放射
能の本当の話 完全対策編 青山智樹、江口陽子、加藤久
人、 合力 次郎 （単行本-2011/6/25）  新品 : 500 円 ; ③ 世
界一わかりやすい放射能の本当の話 青山智樹、江口陽









































































































































































































































































































































































































































































































2.　3 月 11 日の被災は四国だった






















































































































の透析施設で 100% が停電し、91% が断水した。そして、
翌日の朝 9 時時点では、透析が可能施設は 9 施設しかな
く、使用可能病床は 239 床と震災前の 14% に過ぎなかっ
た。仙台市内では社会保険病院と大学病院が夜中までフ
ル稼働して、社会保険病院では一日 600 名以上、透析ベッ



































































































































































































































































































































































































































































































しかし、白河に入る 4 km くらい前から大渋滞となって
おり、タクシーをあきらめ徒歩へ。新幹線の新白河駅は
















































産婦人科としては、岩手医大の xx 教授、山形大学の xx
教授と連絡を取りながら、対応しています。










状況把握 : 3 月 14 日 18 時ころ
各位
宮城県内の分娩体制をお知らせします。
 1）　仙台医療センターに xx 先生を臨時派遣。
 2）　県南中核病院に xx 先生と xx 先生を臨時派遣。
 スズキ病院には昨日、xx 先生を派遣し、すべての
分娩を県南中核病院に送るよう手配スミ。
 3）　本日、県南に xx 先生を派遣し、A 医院、B 医院、
C 医院などを視察。




 5）　環状線沿いの D 医院と E 医院、こども病院には昨
晩、私が直接行って、分娩を全てこども病院に送
るように手配スミ。
 こども病院には、仙台社会保険の xx 先生を臨時に
動かして派遣。
 F 医院の分娩はすべてこどもで。
 6）　石巻赤十字病院には、xx 先生と xx 先生を派遣スミ。
 7）　多賀城と塩釜の視察に、今朝、xx 先生を派遣し、
G, H, I, J, K 医院、坂総合病院などを視察。分娩を
すべて仙台医療センターまたは大学病院に送るよ
うに指示しました。






















産科機能不全 : 3 月 15 日 6 : 40
 1）　石巻は医療圏が約 20 万、仙台（東北大学病院）か
ら約 30 km。
 石巻赤十字病院には常勤が 3 名です。
 当日、石巻に出張していたものも入れて 4 名で頑
張ってきました。
 昨日午後、東北大学から産婦人科医 2 名、小児科
3 名を含む 8 名を派遣しました。
 したがって現在、石巻赤十字病院の産婦人科医は
6 名です。
 周辺に分娩を扱う開業医が 4 件ありますが、1 件
以外は連絡が取れません。
 連絡がとれた 1 件も「産科機能不全」状態です。
 2）　気仙沼の医療圏は約 6 万人、仙台（東北大学病院）
からは車で 3 時間（普段であれば）。





























用手袋              
 全国のすべての組織がそれぞれ動いていますが、指
示を出すだけで実際には物は届いていません。




























 3）　岩手県南に産婦人科医 2 名派遣。
 4）　宮城県南の拠点病院に産婦人科 2 名派遣。
 岩沼、名取地区から直接妊婦が来院している。
 5）　仙台市内の状況




 東北公済病院（Q 名誉会員 : 分娩は年間 1,200）は
ライフラインが復活して、かなり妊婦を受けている。
 仙台医療センター（年間 1,000）も OK。

































































































 まずは昭和大学から 2 名を 1 週間単位で派遣してい
ただくことになりました。







3 月 19 日 13 : 34
日本産科婦人科学会
災害対策本部御中（ccT 先生、U 先生）














現在、V 先生と W 先生（順天堂）の間で調整中。
福島県 :


















































































現在、HH 先生と II 先生（順天堂）の間で調整中。
福島県 :

















 1）　当分の間（数週間くらい ?）、岩手チーム（2 名）

















































 たとえば、2 名が 1 週間でも良いと思いますし、2
泊 3 日を 3-4 セットでも良いと思います。








































 ・気仙沼で開業産婦人科医が 2 施設、壊滅。
 お一人は避難所生活とのことで、本日、私自身、気仙
沼に入り、お会いしてきます。

















































































見通し : 3 月 25 日

































































1,500 件ペース、気仙沼は年間 500 件ペースです。ただ、
これがずっと続くとは思われません。
3 ケ月くらい経つと本来の数（石巻 700、気仙沼 300）
に落ち着いてくるのではないかと考えています。










まま 3 対 1 で楽天の勝利。
試合終了とともに会場の熱気は最高潮に達しました。


















写真 1　2009 年 12 月貞山運河と名取艇庫 写真 2　 2009 年 12 月貞山運河
276
あった（写真 1, 2）。漕艇部が塩竃湾から貞山運河に拠点を移









そして、竣工から 28 年を経過した 2010 年度、念願の大
規模改修を行っていただけることになり、工期は 2011












写真 3　 2011 年 4 月貞山運河と名取艇庫 写真 4　2011 年 4 月貞山運河
写真 6　2011 年 4 月名取艇庫内部の状況写真 5　 2011 年 4 月名取艇庫の周辺の状況









































　現在、名取、岩沼の貞山運河は全長 4.5 km のうち、





























































































































Osumi N. :  Life science must go on :  standing up after the 311 disaster. 

































































































































































































新聞（平成 22 年度第 3・4 号）第 272・273 合併号　3・11 震災特集号





















































災前の 7 割に減らし、また筑波大学から 500 キロの滅菌大鋸
屑を支援して頂き、何とか対処した。


























































































































復旧させるために検査室を被災した 3 号館から西病棟 13 階











































　東北大学病院ではこれまで患者分の 1,000 食、3 日分の備
蓄を保有していた。しかし、通常、勤務する職員が約 2,500













































































































































































































































ました。新宿駅周辺で 8 日間（3 月 25 日から 4 月 1 日）の




















































































































































































3 月 19 日に気仙沼市立病院から東北大 DMAT が同乗したバ
スで東北大学へ移送した。東北大学を Staging base（搬送時
の休憩地点での患者のメディカルチェックや安定化を行う場
所または機関）とすることで長旅に備えた。3 月 22、23 日
の 2 回に分けて航空自衛隊松島基地から千歳空港までを県庁
災害対策本部の DMAT 同乗の下、自衛隊機による広域搬送































































































































不足しているとの情報を得ましたので、3 月 29 日には岩手















耳鼻科、皮膚科の診療を行うため、4 月 1 日から 5 月末日ま
で、毎週金曜日に 3 科合同の無料巡回診療を行った。この間
の 4月 7日には大きな余震があったため、翌 8日は中止となっ
た。艮陵新聞からも 2 名の学生が参加した。
























研究所が無償で貸与してくれた Vision Van という全長 11 m、



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 号館（9 階建て）、3 号館（12 階建て）、及び 5 号館（10 階
建て）に集中した。特に、3.12（土）の昼頃に電気が復旧し




館（6 階建て）と医学部保健学科棟（4 階建ての A 棟、及び



































１ 災 害 の 種 類 地震（三陸沖を震源とする地震）
２ 災 害 発 生 日 平成２３年３月１１日(水)　１４：４６
及 び 概 況
３ 被 害 状 況 １８日１７：００現在
所在地 学部・団地名（高専は学校名） 被害の状況















































































































































06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高感度タンパク質同定用質量分析装置（LTQ-Orbitrap Velos ETD）
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Fuji LAS4000
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） nanodrop ND-1000
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ステリサイクルCO2インキュベータ
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） CO2インキュベータ
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） SANYO バイオロジカルセイフ















06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ライカ　インテリジェント倒立顕微鏡　DMI 6000B（位相差、微分干渉仕様）
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） カールツァイス共焦点顕微鏡(LSM510)
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） オリンパス　2人用並列型ディスカッション正立顕微鏡　BX50、デジタルカメラ
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ライカ蛍光実体顕微鏡（MZ 16FA）M205FAオリンパス　デジタルカメラDP72-SET-B-2





























































06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超低温フリーザー　SANYO MDF-U72V
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超低温フリーザー　SANYO MDF-U481AT























06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） NEC (PC)、G&J Electronics （刺激装置）
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ﾏｲｸﾛﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ HYDRAII96ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ100μ 109610STD
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） EICOM社製PUSH PULL SAMPLING UNIT ES-70(神経ペプチド解析システム）
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） EICOM社製PUSH PULL PUMP UNIT EP-70（神経ペプチド解析システム）
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） EICOM社製CB-100（電気化学検出器）






06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蛍光および位相差顕微鏡装置M001 762


















06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蛍光光度計制御用コンピュータ PowerMacG3





















06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Perkin Elmer Gene Amp PCR System 9600
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Bio-rad Immuno Wash
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Perkin Elmer Gene Amp PCR System 9600
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） パーティション
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） エクストルーダー
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 1µL 分光光度計
















06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FACS Aria
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FACS Aria Special Order System
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FACS Canto II
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） XENOGEN IVIS
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） BIACORE X100
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ABI PRISM310
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ABI PRISM3100
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） XL-90 超遠心機
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） L-80 超遠心機
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） L-70 超遠心機
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） TL-100 超遠心機
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Optima TLX 超遠心機
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） EM UC7 ウルトラミクロトーム
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超遠心用ローター
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FACS LSR Fortessa
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 7900HT Fast Real Time PCR system
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） セロミクス細胞イメージ解析装置
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） IVIS spectrum
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） MRI
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Latheta laboratory CT
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 多光子励起レーザー走査方顕微鏡
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Takeru for Sequencer II system
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Takeru DB-GB-WEB Server



























06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ＵＶＰ　Bio-Doc It System
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） サーマルサイクラー（Takara TP-600）
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） オリンパス社共焦点顕微鏡ＦＶ１０００
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） シグマ光機社レーザーピンセット装置
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） バイオラッド社蛍光イメージャー装置（Pharos FX Plusシステム）
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） バイオラッド社Bio-Plexサスペンジョンアレイシステム


































































06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） (米)ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ社製　超低温槽　ULT-1390-10D 一式
06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） γ線用ポータブルスペクトロメータ JSM-112B　1台
331第六部　資料編
1.　医学系研究科　寄付申出　受付状況について
 ・ 受付件数： 171 件








































































































状況を勘案し、平成 24 年度東北大学医学部医学科の入学定員を 5 名



























































(　) は 3.11 震災当時に在籍し、既に退職あるいは異動されたことを示す。
東北大学医学系研究科・医学部
東日本大震災記録集
発行日　　平成 24 年 3 月 31 日
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